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Society 5.0 

ＩＣＴを最大限に活用し、サイバー空間とフィジカル空間（現

実世界）とを融合させた取組により、人々に豊かさをもたら
す「超スマート社会」を未来社会の姿として共有し、その実現
に向けた一連の取組を更に深化させつつ「Society 5.0」とし
て強力に推進し、世界に先駆けて超スマート社会を実現して
いく

超スマート社会 IT人材の
不足

2025年までに100万人の育成





新学習指導要領

小学校
２０２０～

中学校
２０２１～



グローバル化

価値の多様化

自然との共生
人工知能

消えていく仕事

ボーダーレス

今後起きるであろう諸問題において
唯一絶対的な「解」はない

ますます予測困難・
統制不能な社会に



正解

納得解、最適解

＋

問題に自ら立ち向かい、

納得解や最適解を
見いだして乗り越えていく人材

他者との
協働



問題に自ら立ち向かい、納得解や最適解を
他者と協働して見いだし乗り越えていく子ども

主体的・対話的で
深い学び



新学習指導要領

学習の基盤となる資質・能力

言語能力

情報活用
能力

問題発見・
解決能力等

Information 
and 

Communication 
Technology 

教育の情報化
ＩＣＴを活用した教育



教育の情報化加速化プラン
～ICTを活用した「次世代の学校・地域」の創生～

近年のグローバル化や急速な情報化の進展により、子供たちを取り
巻く環境が大きく変化しており、子供たち一人一人が自らの可能性を
最大限に発揮するためには、主体的に考え、他者と協働しながら新
たな価値の創造に挑むとともに、新たな問題の発見・解決に取り組
むことが求められています。
また、日常生活における営みを、ICTを通じて行うことが当たり前に
なっている現代社会において、子供たちにはICTを受け身で捉えるの
ではなく、手段として積極的に活用していくことが求められています。







学校における
ICTを活用した
学習場面



学校における
ICTを活用した
学習場面



学校における
ICTを活用した
学習場面



基本的な授業過程

授業づくりナビ
Ｑ＆Ａ形式



「問い」や「願い」をもつ

見通しをもつ

課題解決・まとめ

振り返り



大型テレビ、PC（プレゼン・映像等）を活用し
課題解決への意欲を高める



「問い」や「願い」をもつ

見通しをもつ

課題解決・まとめ

振り返り



ホワイトボードを活用し
協働学習を活性化させる



グループごとの考えを説明し合ったり、共有したりする場面

文字が小さく
見えにくい…黒板に貼ることが

できる枚数が限ら
れている…

「タブレットで一斉送信」

「大画面で共有」できれば、
さらに深まるのに・・・







小学校においては、文字入力など基本的な操作を習得、新たにプログラミン
グ的思考を育成
各教科等の特質に応じて、児童がコンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要となる情報手段の基本的
な操作を習得するための学習活動や、プログラミングを体験しながらコンピュータに意図した処理を行わせるために必要
な論理的思考力を身に付けるための学習活動を計画的に実施することを明記。【総則】

中学校においては、技術・家庭科（技術分野）においてプログラミング、情報
セキュリティに関する内容を充実
「計測・制御のプログラミング」に加え、「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング」等について
学ぶ。【技術・家庭科（技術分野）】

新学習指導要領（情報教育・ICT活用教育関係）



自分が意図するこ
とを実現するため
にどのような動き
の組み合わせが必
要か、どう改善す
ればよいかを論理
的に考える

教科等で学ぶ知
識及び技能等を
プログラミング的
思考を使って，
より確実に身に
付ける

プログラミング教育の目的



プログラミング教育をどのように導入するか

「プログラミング科」という教
科が新設されるわけではない。

プログラミング教育は既存の
教科等の中に組み込まれる。



小学校新学習指導要領 算数
《第３の2の(2)》一部抜粋

例えば第２の各学年の内容の〔第５学年〕の「Ｂ
図形」の(1)における正多角形の作図を行う学

習に関連して，正確な繰り返し作業を行う必要
があり，更に一部を変えることでいろいろな正
多角形を同様に考えることができる場面などで
取り扱うこと。



スクラッチを使った正多角形を描くプログラミン
グ



フィジカル・プログラミング
「アーテック・ロボ」





課題

これまでどおり、
黒板とチョーク、
鉛筆とノートで十
分だ…

ＩＣＴを活用したい
けれど、やり方が
よくわからない…

準備が難しく、手
間がかかりそう…

意識改革 研修



32

ご清聴ありがとう
ございました。


